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純物元素の影響を強く受けており、 Cr、 Co 、 Ni をドープした鉄ケイ化物はスモールポーラロン伝導機構で説明でき
るのに対し、 Mn をドープした鉄ケイ化物はバンドモデルに基づくイオン化した不純物散乱機構によって説明できる
ことを明らかにした。
第 5 章では、鉄ケイ化物の電気的性質に及ぼす点欠陥の影響について検討を行い、鉄ケイ化物中に存在する Fe や
Si の点欠陥量がキャリアの輸送特性と密接な関係があることを定量的に明らかにした。

















(4)Mn をドープした鉄ケイ化物で観測される特異なホール係数の温度依存性を 2 バンドモデルを用いて解析するこ
とにより、 Mn をドープした鉄ケイ化物に存在する不純物バンドの輸送特性を初めて解明することに成功している。
(5)不純物元素をドープした鉄ケイ化物の熱電特性の温度依存性、組成依存性を系統的に明らかにすることに成功し、
鉄ケイ化物の格子熱伝導率がスモールポーラロンにより大幅に低減されるなど熱電特性と輸送特性の相関に関する
重要な知見を得ている。
以上のように本論文は、鉄ケイ化物熱電変換材ー料の新規で、経済的な作製プロセスの開発に成功すると共に、不純物
や点欠陥を導入した鉄ケイ化物の輸送特性と熱電特性を系統的に解明し、多くの重要な基礎的知見を得ることに成功
しており、物質化学ならびに材料化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
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